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農産物加工施設設置条例など新たに条例を制定
一般質問（町長の２期目の町政に向けた抱負など９人が登壇）
福島第一原子力発電所視察や常任委員会活動について報告

１月８日、観月台文化センターでの成人式。元校長先生と未来を語り合います。気持ちを
新たに、二十歳を迎えた皆さんの若い力で国見にさらなる活力を！
１月８日、観月台文化センターでの成人式。元校長先生と未来を語り合います。気持ちを
新たに、二十歳を迎えた皆さんの若い力で国見にさらなる活力を！

未来へ向かって芽吹く若い力未来へ向かって芽吹く若い力

道の駅開業に向けた準備が進む
（平成28年度補正予算）

12月定例会
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問
（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

中
学
校
部
活
動
補
助

金
３
１
８
万
円
が
あ
る
が
、
今

の
時
期
だ
と
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
る
の
か
。

教
育

次
長
　

実
績
に
基
づ
く
部
分

で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
が
東

北
大
会
に
出
場
し
た
交
通
費
、

参
加
費
が
主
で
あ
る
。
ま
た
、

新
人
大
会
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男

子
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
が
県
大

会
に
出
場
し
た
。
こ
れ
か
ら
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
が
山
形
県
で
の
大

会
に
出
場
予
定
で
あ
る
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
業
務

委
託
3
5
0
万
円
の
計
上
は
ふ

る
さ
と
産
品
の
返
礼
品
と
の
こ

と
だ
が
、
そ
の
中
身
を
伺
う
。

ま
た
、
全
国
的
に
ふ
る
さ
と
納

税
額
が
上
が
っ
て
返
礼
品
も
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
る
が
、
町

で
は
将
来
的
に
他
の
市
町
村
と

競
争
に
走
る
形
で
返
礼
品
を
考

え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　

こ
れ
か
ら
想
定
さ
れ

る
の
は
あ
ん
ぽ
柿
な
ど

で
あ
り
、見
込
み
金
額
と
し
て
、

物
の
代
金
と
業
者
へ
支
払
う
手

数
料
、
送
料
を
合
わ
せ
3
5
0

万
円
で
あ
る
。
寄
附
の
残
り
は

基
金
積
立
金
に
1
4
9
万
円
計

上
し
て
い
る
。

　

ま
た
、町
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納

税
町
特
産
品
贈
呈
事
業
実
施
要

項
」
を
定
め
て
お
り
、納
税
者
に

特
産
品
を
贈
呈
し
て
感
謝
の
意

を
表
し
、
特
産
品
を
広
く
知
ら

せ
る
こ
と
が
主
旨
で
あ
る
。
今

後
も
主
旨
を
守
り
な
が
ら
よ
り

良
く
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活

用
し
て
町
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

問
（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ

ス
事
業
66
万
円
に
つ
い
て
、
現

在
配
食
を
受
け
て
い
る
高
齢
者

は
何
人
で
、
今
後
増
加
す
る
配

食
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

保
健
福
祉

課
　
　
長
　

利
用
者
数
は
10

月
現
在
で
51
人
で

あ
る
。
利
用
者
が
増
加
し
た
た

め
、
配
食
数
が
８
３
０
０
食
か

ら
１
万
５
０
０
食
に
な
る
見
込

み
で
増
額
を
し
た
。

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

旧
大
和
田
ス
タ
ン
ド

の
土
地
購
入
費
３
６
９
万
円
が

あ
る
が
、
隣
接
す
る
県
道
赤
井

畑
線
の
購
入
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

総
務

課
長
　

県
道
に
つ
い
て
は
、

県
と
の
協
議
や
近
隣
の

方
々
と
の
話
し
合
い
も
あ
る
。

ど
の
線
で
県
道
が
廃
道
に
な
る

の
か
も
含
め
、
今
後
協
議
を
進

め
な
が
ら
区
域
を
確
定
し
、
最

終
的
に
は
町
で
土
地
を
購
入
し

て
役
場
敷
地
の
一
部
と
し
た
い
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

経
済
対
策
臨
時
福
祉

給
付
金
2
1
0
0
万
円
の
増
額

が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
伺
う
。

保
健
福
祉

課
　
　
長
　

消
費
税
の
引
き

上
げ
に
よ
る
所
得

が
低
い
方
へ
の
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
、
国
の
経
済
政
策
と
し

て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
は
消
費
税
率
が
8
％
か
ら

10
％
へ
の
引
き
上
げ
が
2
年
半

延
期
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

分
を
一
括
前
倒
し
を
し
て
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
町
民

税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
方
が
対
象
で
、
支
給
額
は
1

人
１
万
５
千
円
、
１
４
０
０
人

を
見
込
ん
で
計
上
し
て
い
る
。

な
お
、
事
務
費
と
併
せ
て
、
全
額

が
国
庫
補
助
金
で
あ
る
。

納
税
者
に
返
礼
す
る

ふ
る
さ
と
産
品
の
内
容
は

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
は
何
人
か

赤
井
畑
線
の
土
地
購
入

の
考
え
は
あ
る
か

経
済
対
策
臨
時
福
祉

給
付
金
の
内
容
は

部
活
動
補
助
金
は

何
に
使
わ
れ
る
の
か

平成28年度一般会計
補正予算（第６号）のおもな内容

【主な事業】
◦町債（借金）返済� 2億4778万円
◦臨時福祉給付金の事業費� 2235万円
◦道の駅開業準備補助金� 410万円
◦道の駅開業に向けた情報発信事業� 369万円
◦旧大和田スタンドの一部の土地購入費� 369万円
◦災害援護資金の返済� 376万円
◦ふるさと納税事業費� 355万円
◦義経の腰掛松覆屋改修事業費� 323万円
◦中学校部活動補助金（東北大会出場など）� 318万円
◦高齢者福祉計画等の策定に向けた事前調査費� 274万円
◦道の駅に光回線を引き込む工事費� 216万円
◦その他（人・農地プラン作成委託費の増額分など）� 966万円
� 計　3億989万円
【主な財源】
◦前年度からの繰越金� 2億7472万円
◦国・県からの補助金（経済対策臨時福祉給付金に係る補助
　金など）� 1421万円
◦町債（借金）� 1130万円
◦ふるさと納税（寄付金）� 500万円
◦その他（災害援護資金の返還金など）� 466万円
� 計　3億989万円
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質質

疑疑

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

財
産
管
理
費
の
機
器

設
置
工
事
1
3
0
万
円
は
、
仮

設
住
宅
の
不
要
備
品
を
公
共
施

設
に
再
利
用
す
る
た
め
の
移
設

工
事
だ
が
、
不
要
備
品
と
は
何

を
指
す
の
か
。
ま
た
、
1
3
0

万
円
の
根
拠
は
。

総
務

課
長
　

エ
ア
コ
ン
、
便
座
、
給

湯
器
、
物
置
な
ど
で
あ

る
。
ま
た
、
予
算
の
内
容
は
、
エ

ア
コ
ン
2
台
を
小
学
校
と
も
も

た
ん
広
場
に
、
便
座
は
文
化
セ

ン
タ
ー
に
、給
湯
器
は
上
野
台
の

体
育
館
に
、物
置
は
駅
前
倉
庫
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
運
動
施
設

に
設
置
す
る
た
め
の
工
事
費
で

積
算
し
た
。

問
（
井
砂
善
榮
議
員
）

　

果
樹
産
地
育
成
対
策

事
業
で
6
2
6
万
円
の
減
額
と

あ
る
が
、
内
容
を
伺
う
。

産
業
振
興

課
　
　
長
　

当
初
予
算
で
補

助
金
と
し
て
国
、

県
、町
ま
で
含
め
て
1
2
5
0
万

円
を
計
上
し
て
い
た
が
、
当
初

町
を
経
由
し
て
事
業
者
に
支
出

す
る
予
定
だ
っ
た
国
の
分
が
、町

を
通
さ
ず
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
分
の
減
額
で
あ
る
。

問
（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
作

成
支
援
業
務
１
０
５
万
円
の
内

容
は
。

産
業
振
興

課
　
　
長
　

人
・
農
地
プ
ラ

ン
の
策
定
が
今
年

6
月
に
全
5
地
区
で
終
了
し
た
。

そ
の
推
進
と
支
援
と
し
て
町
地

域
農
業
再
生
協
議
会
に
業
務
を

委
託
し
て
い
る
人
件
費
等
が
不

足
し
た
た
め
計
上
し
た
も
の
で

あ
る
。

道の駅工事の進捗状況を視察（産業建設常任委員会）

　
12
月
議
会
定
例
会
は
12
月
6
日
か
ら
9
日
ま
で
4
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
、
道
の
駅
の
開
業
に
向
け
て
の
情
報
発
信
事
業
や
備
品
購
入
費
な
ど
の
平

成
28
年
度
補
正
予
算
、
農
産
物
加
工
施
設
設
置
条
例
、
道
の
駅
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
18
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
9
人
の
議
員
が
登
壇
し
、15
項
目
に
わ
た
っ
て
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

情
報
発
信
事
業
や
備
品
の
購
入
費
７
７
９
万
円
を
計
上

道
の
駅
開
業
に
向
け
た
準
備
が
進
む

12月定例会

仮
設
住
宅
の
不
要

備
品
と
は
何
か

果
樹
産
地
育
成
対
策

事
業
で
減
額
の
理
由
は

人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
支

援
業
務
で
増
額
の
内
容
は

一
般
会
計
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（
要
旨
）　

人
事
委
員
会
勧
告
に

基
づ
き
給
料
表
を
改
正
す
る
。

勤
勉
手
当
を
１
・
６
月
か
ら
１
・

７
月
に
、
扶
養
手
当
の
見
直
し

を
29
年
4
月
か
ら
段
階
的
に
実

施
す
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

問
（
松
浦
和
子
議
員
）

　

人
事
委
員
会
勧
告
に

基
づ
い
て
の
も
の
だ
が
、
扶
養

手
当
が
孫
、
祖
父
母
ま
で
及
ぶ

こ
と
は
一
般
企
業
で
は
考
え
ら

れ
な
い
。
職
員
は
自
覚
し
て
欲

し
い
。

総
務

課
長
　

国
が
子
育
て
支
援
な

ど
を
重
点
に
進
め
て
お

り
、
国
の
姿
勢
が
勧
告
に
反
映

さ
れ
た
。
民
間
企
業
で
も
同
じ

よ
う
な
動
き
も
あ
る
。
全
体
を

把
握
し
て
の
判
断
の
下
に
勧
告

さ
れ
て
い
る
。

（
要
旨
）　
「
道
の
駅
国
見
」
の

名
称
を
「
道
の
駅
国
見
あ
つ
か

し
の
郷
」
と
す
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
要
旨
）　
「
道
の
駅
国
見
あ
つ

か
し
の
郷
」
の
指
定
管
理
者
を

国
見
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
と

す
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
要
旨
）　

職
員
が
公
用
車
を
運

転
中
、
車
両
前
方
部
が
歩
行
者

と
接
触
し
負
傷
さ
せ
た
。
相
手

方
と
１
２
０
万
円
の
損
害
賠
償

額
に
よ
り
和
解
す
る
も
の
。（
全

額
を
自
動
車
保
険
で
対
応
）

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

問
（
松
浦
和
子
議
員
）

　

こ
こ
数
年
、
職
員
の

交
通
事
故
が
相
次
い
で
い
る
。

今
回
は
特
に
人
身
事
故
で
重
大

で
あ
る
。
職
員
の
処
分
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務

課
長
　

懲
戒
処
分
に
関
す
る

基
準
に
よ
り
文
書
訓
告

を
行
っ
た
。

町
長
　

綱
紀
粛
正
は
日
頃
か

ら
徹
底
的
に
言
っ
て
い

る
。
2
期
目
の
就
任
の
訓
示
で

は
、ま
ず
人
間
と
し
て
生
き
よ
、

こ
れ
は
人
を
思
う
気
持
ち
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
自
助
の
精

神
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
職

員
と
し
て
、
管
理
職
と
し
て
生

き
よ
と
い
う
こ
と
を
話
し
た
。

何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

が
、
法
を
順
守
し
、
職
員
一
致

団
結
し
て
対
応
し
て
い
く
。

（
要
旨
）　

滝
山
団
地
（
1
・
2

号
棟
）
外
壁
等
改
修
工
事
に
つ

い
て
、
指
名
競
争
入
札
に
よ
り

１
億
１
０
１
６
万
円
で
「
有
限

会
社
佐
久
間
工
業
」
と
契
約
す

る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

問
（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

工
期
は
い
つ
ま
で

か
。

建
設

課
長
　

工
期
は
平
成
29
年
3

月
31
日
ま
で
で
あ
る
。

（
要
旨
）

①
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷

の
備
品
一
式
を
購
入
す
る
。

　

・
購
入
先　

株
式
会
社
岡
村

製
作
所
（
郡
山
市
）

　

・
購
入
金
額　

５
９
９
８
万

６
４
４
０
円

②
国
見
町
農
産
物
加
工
施
設
厨

房
備
品
一
式
を
購
入
す
る
。

・
購
入
先　

ホ
シ
ザ

キ
東
北
株
式
会
社

（
福
島
市
）

・
購
入
金
額　

２
５

８
１
万
２
０
０
０
円

（
２
件
と
も
全
員
賛

成
で
可
決
）

人
事
委
員
会
勧
告
に

基
づ
き
給
料
表
を
改
正

交
通
事
故
の
損
害
賠

償
を
支
払
う

道
の
駅
の
名
称
が
決
定

道
の
駅
の
管
理
者
を
指
定

町
営
住
宅
外
壁
等
の

改
修
を
行
う

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

及
び
和
解
に
つ
い
て

国
見
町
道
の
駅
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約

道
の
駅
、農
産
物
加
工

施
設
の
備
品
を
購
入

動
産
の
取
得
2
件

12月に道の駅プレパーティーを開催
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条
例
制
定

（
要
旨
）　

農
産
物
加
工
の
技
術

向
上
と
人
材
育
成
を
図
り
、
町

の
農
業
の
6
次
化
を
推
進
す
る

た
め
に
森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー

内
に
農
産
物
加
工
施
設
を
設
置

す
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
要
旨
）　

農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
施

行
日
以
降
新
た
に
任
命
さ
れ
る

農
業
委
員
と
新
た
に
委
嘱
さ
れ

る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

に
つ
い
て
、
法
律
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
そ
の
定
数
を
農
業

委
員
8
人
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
11
人
と
定
め
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
は
兼
務
で

き
る
の
か
。

産
業
振
興

課
　
　
長
　

法
律
に
よ
っ
て

兼
務
は
禁
止
さ
れ

て
い
る
。

問
（
村
上
正
勝
議
員
）

　

新
し
い
委
員
は
町
長

が
選
任
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が

Ｊ
Ａ
、
共
済
組
合
な
ど
の
配
分

は
あ
る
の
か
。

産
業
振
興

課
　
　
長
　

自
薦
・
他
薦
、

個
人
・
団
体
を
問

わ
ず
広
く
公
募
し
て
選
任
す

る
。問

（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
の

仕
事
の
内
容
は
。

産
業
振
興

課
　
　
長
　

農
業
委
員
は
農

地
法
上
の
許
可
な

ど
、
法
律
上
の
問
題
を
協
議
す

る
。
推
進
委
員
は
現
場
管
理
を

主
と
し
農
地
の
集
積
や
耕
作
放

棄
地
対
策
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
を
担
う
。
現
在
の
農
業
委

員
の
業
務
が
2
つ
に
分
か
れ
た

内
容
で
あ
る
。

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

各
農
業
委
員
の
選
任

に
対
す
る
議
会
の
同
意
は
全
員

ま
と
め
て
同
意
す
る
の
か
、
一

人
一
人
の
同
意
か
。

産
業
振
興

課
　
　
長
　

基
本
的
に
各
候

補
者
ご
と
の
個
別

同
意
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

（
要
旨
）　

森
江
野
町
民
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ル
ー
ム
を
農
産
物

加
工
施
設
へ
用
途
変
更
す
る
こ

と
に
伴
い
、
使
用
料
の
別
表
か

ら
項
目
を
削
除
す
る
。
併
せ
て

指
定
管
理
者
を
置
く
こ
と
が
で

き
る
条
文
を
追
加
す
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
要
旨
）　

農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
が
改
正
、
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
農
業
委
員
会

会
長
、
同
職
務
代
理
者
、
農
業

委
員
の
年
額
報
酬
の
ほ
か
に
能

率
給
を
定
め
る
。
ま
た
新
し
く

委
嘱
さ
れ
る
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
関
し
、
そ
の
年
額

報
酬
お
よ
び
能
率
給
を
定
め
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

能
率
給
は
成
功
し
た

ら
受
け
ら
れ
る
の
か
、
成
功
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
活
動
に
対
し

て
も
も
ら
え
る
の
か
。

産
業
振
興

課
　
　
長
　

能
率
給
は
、
識

見
を
高
め
る
た
め

の
研
修
会
へ
の
参
加
な
ど
の
活

動
実
績
分
と
、
農
地
の
集
積
実

績
な
ど
に
基
づ
く
成
果
実
績
分

と
に
分
か
れ
て
い
る
。

問
（
村
上
正
勝
議
員
）

　

報
酬
と
同
様
に
、
能

率
給
も
各
市
町
村
で
金
額
に
違

い
は
あ
る
の
か
。

産
業
振
興

課
　
　
長
　

原
資
は
国
の
農

地
利
用
最
適
化
交

付
金
で
、
予
算
の
範
囲
内
で
各

市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
。
農
地

の
集
積
状
況
や
耕
作
放
棄
地
の

解
消
状
況
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
て

全
国
で
案
分
を
す
る
た
め
、
国

の
予
算
額
や
各
市
町
村
の
取
り

組
み
実
績
に
よ
っ
て
増
減
は
出

て
く
る
。

国
見
町
農
産
物
加

工
施
設
設
置
条
例

農
産
物
加
工
の
技
術
向
上

と
人
材
育
成
を
図
る

農
業
委
員
会
法
の
改

正
で
農
地
利
用
の
最

適
化
を
目
指
す

農
産
物
加
工
施
設
へ

用
途
変
更

農
業
委
員
会
等
の
法
律

改
正
で
報
酬
を
定
め
る

国
見
町
農
業
委
員
会
の

委
員
及
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
定
数

に
関
す
る
条
例

森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー

条
例

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例

条
例
改
正
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
、
諸
問
題
に
つ

い
て
質
問
を
行
い
、
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
す
。

議員 質問事項 ページ

松浦　常雄

町長の２期目の町政への抱負は

８平成２９年度予算編成の基本方針を伺う

道の駅国見あつかしの郷の特徴と集客の工夫は

八島　博正 町のエネルギー政策の方向性は 9

松浦　和子
シンボルである阿津賀志山と道の駅の連携は

10
小学生の研究発表から考えるまちづくりへの取り組みは

佐藤　定男 敬老祝金は節目の年齢者に支給しては 11

村上　　一
公共施設の統廃合も検討すべきでは

12
町のＰＲに応援大使の効果はあるか

阿部　泰藏 水道料金の見直しと今後の課題は 13

浅野　富男
食育に関連し給食費を補助する考えはあるか

14
国保都道府県単位化の主な協議事項は

村上　正勝
ぜひ住みたいと思うまちづくりへの考えは

15
水辺の小楽校の存在を知らせてほしい

渡辺　勝弘 子育て支援推進協議会の充て職の考え方を見直すべき 16

町
政
を
問
う
一般
質問

12
月
定
例
会

～９人の議員が登壇し、活発な議論を展開～

質問、答弁は要約して掲載しています。会議録全文は、町議会ホームページに
掲載予定です。［http://www.town.kunimi.fukushima.jp/groups/gikai/］

国見町議会ホームページ 会議録検索システム 会議録検索システムへ会議録検索➡ ➡ ➡

6
くにみ議会だより No.171
2017.1

太田 久雄 町長　所信表明（抜粋）

国見町の維持とさらなる発展
　　「ふるさと国見町」を１つの自治体としてしっかりと
維持し、未来に向けて安全安心、活力、思いやりのあ
る「魅力あふれる国見町」に発展させる。

町民主役と町民総参加の町政の実現
　　町民の皆様の目線で十分連携を図りながら、また、
町民の皆様がそれぞれの立場でかけがえのない役割を
発揮し、町民主役と町民総参加の町政を実現する。

国、県、市町村、関係機関との連携
　　交流連携を軸に、国、県、近隣市町村をはじめ、国
見町と各種の協定を締結した自治体、大学等の関係機
関と十分に連携を図る。

　東日本大震災、原発事故からの復興・再生は道半ばであ
る。今後も国見町民・関係団体が一丸となって、安心・安
全で「魅力あふれる国見町」をつくり、国見町を一つの自
治体として、将来に向けて維持発展させることが重要な
課題である。
「復興・絆・交流連携」－「国見の未来をみんなでつくり
ましょう」をスローガンに主に３つの基本理念・姿勢のも
と「オール国見」の精神を念頭におき「ずっと好きです国
見町」「自立したキラリと輝く国見町」を目指し、全力を
注ぎたい。

◦東日本大震災からの早急な復旧・復興
◦安全安心な町政の実現
◦活力ある町政の実現
◦思いやりのある町政の実現
◦町の継続的な維持発展

意見書 12月定例会では意見書１件を賛成多数で可決し、国など関係機関へ送
付しました。

地方議会議員の厚生
年金制度への加入を
求める意見書

町村では議員への立候補者が減少して住民の関心の低下や地
方議会議員のなり手不足が大きな問題となっており、地方議
会議員の年金制度を時代に相応しいものにすることが新たな
人材確保につながると考え、加入を求めるもの。

　現在の地方政治のあり方について、改善の１つとす
るべく提案されたものである。これにより地方政治が
直ちに改善されるものではないかもしれないが、まず
１つの入口を設けることでその後の制度や状況に応じ
て改善がなされるものと考え、賛成する。

　政治参加の促進は民主政治の進展に重要だが、町村
では政治参加を議員として行うのは厳しいものがある
のが現実。格差社会で生活も厳しい中で国民年金だけ
では生活できない実態もある。議員の地位だけでなく、
現実を含めた議論の中で政治参加を進めるべきだが、
現在まだそのような状況になっていないため、賛同で
きない。

　所得や年齢での制限が大変厳しく、どれだけの人が
加入できるのか疑問である。もっと内容を吟味しなけ
れば、現段階では賛同できない。

可決
（賛成９、
反対２）

【３つの基本理念】

【国見の未来をつくる５つの具体的な約束】

賛成討論 佐藤 定男議員 反対討論 浅野 富男議員

反対討論 松浦 常雄議員
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か
っ
た
と
実
感
で
き
る
町

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
特
に
、
他
地
域
や
外

国
か
ら
来
た
人
に
そ
う
言

わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
重

要
で
あ
り
、
町
政
の
原
点

だ
と
思
う
が
、
町
長
の
考

え
は
。

町
長
　

町
と
し
て
未
来

に
向
け
て
維
持
発

展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

国
・
県
、
近
隣
市
町
村
や

首
都
圏
な
ど
と
連
携
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
延
長
線
上

に
国
際
化
の
問

題
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
小

さ
な
町
で
は
観

光
交
流
協
会
の

中
に
国
際
部
会

を
作
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。
観
光

を
ベ
ー
ス
に
そ

の
一
環
と
し
て

国
際
化
が
あ
る

と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
が
国
見

型
か
な
と
い
う

思
い
は
あ
る
。

問
　

歴
史
ま
ち
づ
く

り
の
具
体
策
が
見

え
な
い
。
中
尊
寺
ハ
ス
や

阿
津
賀
志
山
展
望
台
周
辺

の
整
備
、
案
内
板
の
設
置

な
ど
、
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
情
報

課
　
　
長
　

中
尊
寺
ハ

ス
周
辺
は
、

歴
史
公
園
と
し
て
整
備
で

き
る
よ
う
専
門
家
と
基
本

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

る
。

　

阿
津
賀
志
山
展
望
台

は
、
防
塁
の
国
史
跡
指
定

範
囲
で
現
状
で
の
建
て
か

え
は
困
難
で
あ
り
、
長
寿

命
化
な
ど
の
方
策
を
検
討

す
る
。

　

奥
山
家
周
辺
は
、
建
物

を
活
か
し
た
景
観
の
整
備

を
考
え
て
い
る
が
、
実
施

計
画
は
こ
れ
か
ら
で
あ

る
。

　

案
内
板
は
、
補
助
金
な

ど
を
活
用
し
年
次
的
に
整

備
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　

県
は
原
発
事
故

を
受
け
、
原
子
力

発
電
か
ら
水
力
や
風
力
な

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
に
方
向

転
換
し
た
。
町
で
も
公
共

施
設
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

設
置
を
進
め
て
い
る
が
、

今
後
も
こ
の
方
向
性
は
変

わ
り
な
い
の
か
。

町
長
　

総
合
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
は
国

が
一
元
的
に
担
う
と
さ
れ

て
い
る
。
町
と
し
て
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
の
明
言

は
避
け
、
国
の
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
対
応
し
た

い
。
だ
が
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
対
し
て
町
と

し
て
で
き
る
こ
と
に
つ
い

て
は
十
分
に
意
識
を
し
、

町
政
に
盛
り
込
み
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

問
　

町
長
は
「
ず
っ

と
好
き
で
す
国
見

町
」
を
オ
ー
ル
国
見
で
実

現
し
て
い
く
と
言
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
町
民

が
国
見
町
に
住
ん
で
良

今
後
、関
係
機
関
と
調
整
・

連
携
し
、
ど
う
い
っ
た
ス

タ
ン
ス
が
望
ま
し
い
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
　

近
隣
に
も
国
際

交
流
協
会
を
立
ち

上
げ
た
自
治
体
が
あ
る
。

中
高
校
生
の
海
外
派
遣
な

ど
組
織
の
中
で
海
外
の
研

修
を
さ
せ
な
が
ら
人
づ
く

り
を
す
る
こ
と
も
大
切
だ

と
考
え
る
が
、
町
で
も
協

会
を
作
る
考
え
は
あ
る
か
。

企
画
情
報

課
　
　
長
　

町
が
主
催

を
す
る
海
外

派
遣
は
、
財
源
や
安
全
性

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
主
体
的
に
実

施
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

国
や
県
、
公
益
的
な
団
体

の
国
際
交
流
へ
参
加
す
る

場
合
は
こ
れ
ま
で
の
実
績

に
基
づ
き
支
援
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。
そ
の
上

で
、
国
際
交
流
協
会
に
つ

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
と
の
意
見
交
換
や
熟

度
の
中
で
進
め
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。

Q
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
向
性
は

A
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
国
が
一
元
的
に
担
う

も
の
で
あ
る

八島博正議員

議
会
で
も
福
島
第
一
原
発
の
現
状
を
確
認

�

（
東
電
職
員
よ
り
説
明
）
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町政を問う 一般 質問

問
　

町
民
の
期
待
を

ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
。
２
期
目

の
町
政
へ
の
抱
負
を
伺
う
。

町
長
　

1
期
目
の
4
年

間
、
オ
ー
ル
国
見

で
の
支
援
に
よ
り
、
大
震

災
か
ら
の
復
旧
復
興
や
元

気
活
力
事
業
な
ど
本
当
に

一
歩
一
歩
進
め
て
き
て
、

光
や
元
気
が
見
え
て
き

た
。
復
興
・
再
生
な
ど
の

課
題
は
ま
だ
道
半
ば
で
あ

り
、
復
興
や
ま
ち
づ
く
り

を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
た

め
、
全
力
で
町
政
を
執
行

す
る
こ
と
を
強
く
誓
う
。

問
　

平
成
29
年
度
の

町
の
予
算
編
成
の

基
本
方
針
を
伺
う
。

総
務

課
長
　
「
復
興
・
絆
、

交
流
連
携
」
を
基

本
に
、「
国
見
の
未
来
を

つ
く
る
5
つ
の
目
標
」
実

現
の
た
め
に
オ
ー
ル
国
見

の
精
神
で
取
り
組
む
。
具

体
的
に
、
町
民
の
安
全
安

心
の
確
保
、
農
商
工
業
の

振
興
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
の
振
興
、
幼
小
中
一

貫
教
育
の
振
興
、
高
齢
者

支
援
事
業
の
実
施
、
交
流

連
携
事
業
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
　

来
年
度
は
、
震

災
後
6
年
目
と
な

り
、
補
助
金
の
削
減
が
心

配
さ
れ
る
。
予
算
編
成
の

裏
付
け
と
な
る
財
源
の
確

保
は
十
分
か
。

総
務

課
長
　

補
助
率
の
良
い

事
業
を
活
用
で
き

る
よ
う
取
捨
選
択
し
、国
・

県
支
出
金
の
充
当
で
き
る

事
業
で
対
応
す
る
。ま
た
、

交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利

な
起
債
を
充
当
で
き
る
よ

う
努
力
を
し
た
い
。

　

問
　
「
道
の
駅
国
見

あ
つ
か
し
の
郷
」

の
特
徴
や
他
に
な
い
優
れ

た
点
は
何
か
。

建
設

課
長
　

緊
急
避
難
所
の

機
能
を
持
た
せ
て

い
る
の
が
第
一
の
特
徴
。

ま
た
、
里
ま
ち
交
流
や
観

光
拠
点
と
し
て
の
位
置
づ

け
、
宿
泊
や
子
育
て
支
援

な
ど
多
機
能
に
わ
た
る
複

合
施
設
で
あ
る
こ
と
も
大

き
な
特
徴
と
言
え
る
。

問
　

森
江
野
町
民
セ

ン
タ
ー
の
一
部
を

改
修
し
て
国
見
町
の
産
物

を
活
か
し
た
6
次
化
製
品

を
作
る
と
聞
く
が
、
施
設

を
使
っ
て
製
品
を
作
ろ
う

と
い
う
個
人
や
グ
ル
ー
プ

は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　

出
荷
組
合

に
加
工
品
部

会
も
あ
り
、
少
な
く
と
も

20
名
以
上
は
興
味
を
持
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

食
品
を
扱
う
た
め
保
健
所

の
許
可
や
販
売
す
る
方
の

資
格
等
が
必
要
な
の
で
、

人
数
が
集
ま
れ
ば
町
で
の

講
習
会
の
開
催
も
考
え
利

用
者
増
に
つ
な
げ
た
い
。

問
　

10
月
17

日
の
新
聞

に
、
伊
達
市
は
、

国
道
4
号
線
沿
い

に
イ
オ
ン
モ
ー
ル

を
核
と
す
る
東
北

最
大
級
の
商
業
施

設
を
誘
致
す
る
体

制
を
整
え
た
と
報

道
し
た
。
そ
の
施

設
が
で
き
た
場
合

で
も
、「
道
の
駅

国
見
あ
つ
か
し
の

郷
」
に
客
が
集
ま
る
工
夫

を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　

道
の
駅
の
立
地

条
件
な
ど
の
優
位

性
や
各
種
事
業
の
経
験
を

踏
ま
え
、
町
の
特
徴
を
出

し
た
道
の
駅
に
す
る
べ
く

鋭
意
進
め
て
い
る
。
そ
う

し
た
上
で
多
く
の
方
が
注

目
す
る
、
集
客
で
き
得
る

施
設
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
特
徴
を
出
す
こ
と
に

十
分
意
を
配
し
、
経
営
の

安
定
化
に
前
向
き
に
取
り

組
む
。

Q
町
長
の
2
期
目
の
町
政
へ
の
抱
負
は

A
復
興
・
ま
ち
づ
く
り
の
前
進
の
た
め
全
力
で

取
り
組
む

松浦常雄議員

平
成
29
年
度
予
算
編
成

の
基
本
方
針
を
伺
う

道
の
駅
国
見
あ
つ

か
し
の
郷
の
特
徴

と
集
客
の
工
夫
は

着々と工事が進む道の駅国見あつかしの郷
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問
　

敬
老
祝
金
は
町

の
条
例
に
基
づ
い

て
一
定
の
対
象
者
に
対
し

支
給
さ
れ
て
い
る
。
近
年

の
高
齢
化
に
よ
り
対
象
者

が
増
加
し
財
政
負
担
も
重

く
の
し
か
か
っ
て
き
て
い

る
。
今
年
度
の
敬
老
祝
金

支
給
の
実
績
を
問
う
。

保
健
福
祉

課
　
　
長
　

今
年
度

は
、
85
歳
以

上
の
６
０
４
人
に
1
万

円
、
99
歳
以
上
の
10
人
に

20
万
円
を
支
給
す
る
。
合

わ
せ
て
支
給
金
額
の
合
計

は
８
０
４
万
円
と
な
る
。

ま
た
、
数
え
80
歳
の
１
４

８
人
に
2
千
円
相
当
の
バ

ス
タ
オ
ル
を
、
88
歳
の
59

人
に
は
2
万
円
相
当
の
米

寿
祝
い
記
念
写
真
を
贈
呈

し
て
い
る
。

問
　

10
年
前
、
平
成

18
年
度
の
実
績
は

ど
う
か
。

保
健
福
祉

課
　
　
長
　

平
成
15
年

に
条
例
改
正

が
あ
り
、
18
年
度
は
そ
の

経
過
措
置
と
し
て
84
歳
以

上
の
方
に
祝
金
を
支
給
し

た
。
対
象
者
の
４
０
０
人

に
対
し
1
万
円
、
99
歳
以

上
の
5
人
に
20
万
円
を
支

給
し
た
。
合
計
５
０
０
万

円
と
な
る
。

　

ま
た
、
敬
老
会
の
記
念

品
は
80
歳
の
方
１
４
１
人

に
バ
ス
タ
オ
ル
を
、
88
歳

の
方
35
人
に
記
念
写
真
を

贈
呈
し
て
い
る
。

問
　

実
態
と
し
て
受

給
対
象
者
は
確
実

に
増
え
て
い
る
。桑
折
町
、

伊
達
市
の
よ
う
に
喜
寿
、

米
寿
な
ど
の
節
目
の
年
齢

到
達
者
に
支
給
す
る
や
り

方
に
変
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉

課
　
　
長
　

近
隣
市
町

の
支
給
実
態

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
桑

折
町
は
77
歳
の
方
に
5
千

円
、88
歳
の
方
に
1
万
円
、

99
歳
以
上
の
方
に
は
毎
年

2
万
円
支
給
し
て
い
る
。

１
０
０
歳
の
方
に
は
誕
生

日
に
20
万
円
を
支
給
し
て

い
る
。

　

伊
達
市
は
88
歳
の
方
に

1
万
円
、
１
０
０
歳
の
方

に
は
誕
生
日
に
10
万
円
を

支
給
し
て
い
る
。

　

川
俣
町
は
毎
年
85
歳
か

ら
89
歳
ま
で
の
方
に
5
千

円
、
90
歳
以
上
の
方
に
1

万
円
を
支
給
、
１
０
０
歳

の
方
に
は
誕
生
日
に
10
万

円
相
当
の
記
念
品
を
贈
っ

て
い
る
。

　

近
隣
市
町
と
比
較
す
る

と
国
見
町
は
支
給
要
件
や

金
額
は
高
い
状
況
に
あ

り
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
検
討
し
た
い
。

問
　

節
目
の
年
に
支

給
す
れ
ば
当
然
支

給
総
額
は
減
る
。
例
え
ば

今
年
10
月
現
在
で
77
歳
の

１
１
６
人
、
88
歳
の
75
人

に
そ
れ
ぞ
れ
1
万
円
支
給

す
る
と
合
計
１
９
１
万
円

で
あ
る
。
99
歳
未
満
で
は

今
年
度
実
績
よ
り
４
１
３

万
円
減
少
と
な
る
。

　

減
額
と
な
っ
た
分
の
い

く
ら
か
を
子
育
て
や
教
育

の
た
め
の
資
金
に
回
せ
ば

高
齢
者
の
理
解
も
得
ら
れ

る
と
思
う
が
。

町
長
　

近
隣

市
町
の

支
給
基
準
と
比

べ
て
も
比
較
的

高
い
水
準
で
あ

り
、
敬
老
祝
金

の
あ
り
方
を

ベ
ー
ス
か
ら
検

討
す
る
こ
と
は

必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

そ
の
際
、
敬

老
祝
金
だ
け
を
個
別
の
問

題
と
し
て
議
論
す
る
こ
と

は
避
け
た
い
。
も
う
少
し

広
い
視
点
で
高
齢
者
全
体

の
政
策
が
ど
う
い
う
形
で

行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

の
枠
の
中
で
敬
老
祝
金
の

位
置
づ
け
は
ど
う
な
の
か

を
十
分
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

そ
し
て
高
齢
者
団
体
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
寿
ク

ラ
ブ
な
ど
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く

土
俵
づ
く
り
を
来
年
度
以

降
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

Q
敬
老
祝
金
は
節
目
の
年
齢
者
に

支
給
し
て
は

A
高
齢
者
福
祉
対
策
の
大
き
な
枠
の
中
で

考
え
て
い
く

佐藤定男議員

敬老会の対象者も増えています
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町政を問う 一般 質問

こ
ん
な
国
見
町
に
な
っ
た
ら
い
い
な

�

（
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

問
　

6
月
の
一
般
質

問
で
、
阿
津
賀
志

山
山
頂
を
見
晴
ら
し
良
く

整
備
す
る
の
が
喫
緊
の
課

題
と
申
し
上
げ
た
。
町
民

か
ら
の
情
報
で
阿
津
賀
志

山
山
頂
の
つ
つ
じ
の
枝
が

無
残
に
切
ら
れ
た
と
知
っ

た
。
あ
そ
こ
ま
で
切
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

原
発
災
害

対
策
課
長
　

生
活
圏
の

森
林
の
除
染

と
し
て
実
施
し
た
。
除
染

前
は
1
メ
ー
ト
ル
の
高
さ

で
0
・
24
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
で
あ
り
、
訪
れ
る

方
々
の
安
心
安
全
を
第
一

に
考
え
、
空
間
線
量
率
を

極
力
低
減
さ
せ
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
。

問
　

文
化
庁
は
防
塁

が
山
頂
か
ら
一
望

で
き
る
と
し
て
、
防
塁
と

山
頂
を
セ
ッ
ト
で
な
ら
と

史
跡
の
指
定
を
認
め
た
と

聞
い
て
い
る
。
石
母
田
財

産
区
と
の
契
約
書
も
観
光

開
発
用
地
と
し
て
締
結
す

る
と
あ
り
、
率
先
し
て
で

き
る
整
備
で
は
な
い
の

か
。

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　
「
１
０
０

０
年
の
ま
ち
。

こ
れ
か
ら
１
０
０
年
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
」
に
も
阿

津
賀
志
山
山
頂
も
当
然

入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

森
林
法
の
縛
り
も
あ
り
、

今
す
ぐ
開
発
が
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
国
見
で
で

き
得
る
も
の
は
何
な
の
か

を
精
査
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
。
国
の
基
本

法
を
う
ま
く
活
用
し
、
阿

津
賀
志
山
の
山
頂
や
防
塁

な
ど
、
道
の
駅
を
核
と
し

た
歴
史
め
ぐ
り
の
コ
ン
テ

ン
ツ
に
作
り
上
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
　

町
長
の
言
う

「
交
流
・
連
携
」

か
ら
道
の
駅
と
阿
津
賀
志

山
と
の
連
携
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　

道
の
駅
を

核
に
町
内
を

め
ぐ
る
コ
ー
ス
作
り
も
案

と
し
て
出
て
お
り
、
町
内

の
若
者
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
し
な
が
ら
コ
ー
ス
の

協
議
も
し
て
い
る
。
町
民

が
町
の
良
さ
を
再
認
識

し
、
町
外
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
取
り
組
み
に
着
手
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

道
の
駅
と
町
内
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
結
び
つ
け
る

の
は
町
民
の
皆
さ
ん
で
あ

り
、
う
ま
く
二
者
、
三
者

間
の
連
携
を
と
り
、
情
報

発
信
を
し
て
い
き
た
い
。

問
　

国
見
小
学
校
6

年
生
の
調
査
、
研

究
の
成
果
の
発
表
は
、
町

の
将
来
へ
の
夢
が
あ
っ

た
。
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
　

子
ど
も
た
ち
の

提
言
は
素
晴
ら
し

く
、
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い

バ
ス
ツ
ア
ー
や
道
の
駅
オ

リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
グ
の

配
布
、
ス
イ
ー
ツ
マ
ラ
ソ

ン
の
開
催
な
ど
、
今
後
町

政
に
活
か
し
て
い
き
た

い
。
復
興
・
再
生
を
ベ
ー

ス
に
、
4
大
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
の
魅
力
づ
く
り
を
大

切
に
し
、
住
み
た
く
な
る

国
見
町
に
つ

な
が
る
よ
う

接
点
接
点
で

事
業
化
す
る

こ
と
が
重
要

だ
と
思
う
。

子
ど
も
た
ち

の
意
見
を
十

分
踏
ま
え
、

町
政
に
反
映

さ
せ
て
い
き

た
い
。

Q
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
阿
津
賀
志
山
と

道
の
駅
の
連
携
は

A
町
民
の
手
で
道
の
駅
と
観
光
を
結
び
つ
け
た
い

松浦和子議員

小
学
生
の
研
究
発
表
か

ら
考
え
る
ま
ち
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
は
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問
　

町
の
一
般
家
庭

の
水
道
料
金
は
、

1
か
月
20
ト
ン
４
５
１
９

円
で
あ
る
。
全
国
平
均
の

３
１
９
６
円
よ
り
１
３
２

３
円
高
い
状
況
に
あ
る
。

町
水
道
事
業
内
容
も
健
全

で
あ
る
が
、
水
道
料
金
の

値
下
げ
の
考
え
は
あ
る
か
。

上
下
水
道

課
　
　
長
　

今
後
、
人

口
減
少
に
よ

り
給
水
人
口
の
減
少
と
施

設
の
老
朽
化
に
加
え
、
新

し
く
統
合
す
る
エ
リ
ア
の

簡
易
水
道
の
新
た
な
設
備

投
資
な
ど
、
多
額
の
費
用

が
見
込
ま
れ
る
。
水
道
料

金
は
現
状
維
持
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

問
　

近
隣
市
町
の
水

道
金
が
高
い
の

は
、
企
業
団
受
水
費
の
影

響
な
の
か
。

上
下
水
道

課
　
　
長
　

受
水
費
単

価
1
ト
ン
当

た
り
88
円
は
、
全
国
平
均

よ
り
10
円
安
い
価
格
で
あ

る
。
水
道
料
金
は
、
水
資

源
が
豊
富
な
と
こ
ろ
ほ
ど

安
く
、
水
資
源
の
確
保
に

苦
労
す
る
事
業
体
は
ダ
ム

や
浄
水
場
の
施
設
が
必
要

と
な
り
、
割
高
に
な
る
傾

向
に
あ
る
。

問
　

町
の
水
道
料
金

の
決
め
方
は
、
用

途
別
・
基
本
料
・
超
過
料

金
・
メ
ー
タ
ー
使
用
料
で

定
め
て
い
る
が
、
近
隣
市

町
で
は
口
径
別
料
金
体
系

で
あ
る
。
口
径
別
料
金
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

上
下
水
道

課
　
　
長
　

福
島
県
内

の
用
途
別
料

金
は
14
市
町
村
、
口
径
別

料
金
45
市
町
村
の
状
況
で

あ
る
。
国
見
町
も
口
径
別

料
金
の
検
討
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
　

水
道
の
経
費
を

負
担
す
る
に
は
、

用
途
別
と
口
径
別
ど
ち
ら

が
公
平
な
の
か
。

上
下
水
道

課
　
　
長
　

現
在
の
用

途
別
も
一
定

条
件
で
料
金
を
設
定
し
て

お
り
公
平
だ
と
認
識
し
て

い
る
が
、
施
設
の
負
荷
を

公
平
に
負
担
し
て
い
く
と

い
う
点
で
は
口
径
別
が
ふ

さ
わ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　

水
道
メ
ー
タ
ー

の
使
用
料
金
は
、

基
本
料
金
の
中
に
含
め
ら

れ
な
い
の
か
。

上
下
水
道

課
　
　
長
　

メ
ー
タ
ー

使
用
料
金

は
、
用
途
別
を
採
用
す
る

事
業
体
で
は
一
般
的
に
個

別
に
料
金
を
徴
収
し
て
お

り
、
町
で
も
同
様
に
考
え

て
い
る
。

問
　

今
後
の
水
道
料

金
の
課
題
と
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
　

今
後
、
人
口
減

少
に
よ
り
、
水
道

料
金
収
入
の
減
少
が
懸
念

さ
れ
る
。
ま
た
、
施
設
の

老
朽
化
対
策
、
漏
水
を

フ
ォ
ロ
ー
し
有
収
率
を

80
％
以
上
に
保
つ
こ
と
な

ど
で
経
営
の
健
全
化
・
安

定
化
を
図
る
こ
と
が
課
題

と
な
る
が
、
現
行
料
金
を

で
き
る
限
り
維
持
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

Q
水
道
料
金
の
見
直
し
と
今
後
の
課
題
は

A
経
営
の
安
定
化
を
図
り
現
行
料
金
を
維
持
す
る

阿部泰藏議員

毎
日
使
う
水
道

受水施設を確認
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問
　

人
口
減
少
に
伴

い
、
公
共
施
設
の

あ
り
方
も
今
後
変
化
し
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。
森
江

野
町
民
セ
ン
タ
ー
の
、
以

前
小
学
校
で
使
用
し
て
い

た
プ
ー
ル
を
整
備
し
て
利

用
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

生
涯
学
習

課
　
　
長
　

プ
ー
ル
に

つ
い
て
は
現

在
使
用
し
て
お
ら
ず
、
除

却
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
　

公
共
施
設
の
水

辺
の
小
楽
校
は
、

鮭
の
遡
上
や
白
鳥
の
飛
来

も
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
水
に
親
し
む
場
所

で
あ
る
。
水
辺
の
公
園
と

し
て
有
効
に
利
用
す
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

建
設

課
長
　

管
理
は
国
の
施

設
な
の
で
、
除
染

の
状
況
や
施
設
の
復
旧
具

合
を
見
な
が
ら
国
と
相
談

し
て
い
き
た
い
。

問
　

今
後
整
備
を
進

め
る
公
共
施
設
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

総
務

課
長
　

大
き
な
も
の
で

は
、
地
方
創
生
事

業
を
活
用
し
た
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
訓
練
所
の
計
画
が
あ

る
。
6
次
化
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
農
業
の
担
い
手

の
育
成
、
多
目
品
種
栽
培

農
場
の
支
援
を
目
的
と

し
、
栽
培
さ
れ
た
農
作
物

は
道
の
駅
に
出
荷
・
販
売

を
行
う
計
画
で
あ
る
。

問
　

行
政
コ
ス
ト
削

減
の
為
、
公
共
施

設
の
統
廃
合
も
現
実
的
に

検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
町
と
し
て
の
計
画
は

あ
る
か
。

総
務
課
長
　

平
成
28
年
度
中

に
は
町
の
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
施
設
の
具
体
的
な
再

編
も
含
め
た
個
別
計
画

を
、
平
成
32
年
度
ま
で
に

順
次
策
定
予
定
で
あ
る
。

問
　

町
で
は
、
著
名

人
に
対
し
町
の
応

援
大
使
を
お
願
い
し
て
い

る
が
、
具
体
的
な
効
果
は

あ
る
の
か
。

町
長
　

ス
ポ
ー
ツ
紙
に

も
取
り
上
げ
ら

れ
、
そ
の
都
度
国
見
の
発

信
に
非
常
に
役
立
っ
て
い

る
。
ま
た
、
応
援
大
使
に

は
名
刺
や
法
被
の
交
付
を

し
て
お
り
、
口
コ
ミ
で
の

Ｐ
Ｒ
に
対
応

し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

今
後
も
著
名

人
と
の
コ
ラ

ボ
に
よ
り
、

町
の
知
名
度

の
向
上
に
つ

な
げ
て
い
き

た
い
。

問
　

町
の
Ｐ
Ｒ
に
は
ふ
る
さ

と
納
税
は
重
要
だ
が
、
現

時
点
で
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務

課
長
　

11
月
末
現
在
で

総
額
４
３
８
４
万

円
で
、
前
年
度
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。

問
　

返
礼
品
で
は
、

将
来
的
に
道
の
駅

の
宿
泊
券
や
食
事
券
、
果

実
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
、
民

泊
ク
ー
ポ
ン
な
ど
を
増
や

す
予
定
は
あ
る
か
。

総
務

課
長
　

ふ
る
さ
と
納
税

制
度
は
寄
附
に
よ

る
特
例
控
除
で
あ
る
。
返

礼
品
は
寄
附
さ
れ
た
方
の

一
時
所
得
と
な
る
の
で
、

総
務
省
の
通
知
に
は
、
誤

解
を
招
か
ぬ
よ
う
価
格
や

返
礼
品
の
割
合
を
表
示
し

な
い
、
換
金
性
の
高
い
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
や
高
額

の
返
礼
品
は
控
え
る
こ

と
、
と
あ
る
。
通
知
に
反

し
な
い
よ
う
十
分
に
調
査

を
し
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

Q
公
共
施
設
の
統
廃
合
も
検
討
す
べ

き
で
は

A
今
年
度
中
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
策
定
す
る

村上　一議員

町
の
P
R
に
応
援
大

使
の
効
果
は
あ
る
か

応援大使として町の事業にも協力



15

問
　

道
の
駅
を
中
心

と
し
た
情
報
発
信

や
交
流
事
業
を
進
め
る
こ

と
で
、
国
見
町
に
住
ん
で

み
た
い
と
思
う
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

町
長
　

道
の
駅
自
体
が

情
報
発
信
の
拠
点

と
な
る
の
が
特
徴
と
言
え

る
。
立
地
条
件
も
活
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
周

遊
ル
ー
ト
の
構
築
な
ど
で

交
流
人
口
を
増
や
し
、
住

ん
で
み
た
く
な
る
ま
ち
づ

く
り
に
必
ず
つ
な
が
る
も

の
と
確
信
し
て
い
る
。
優

位
性
を
十
分
に
活
か
し
た

経
営
、
運
営
を
行
い
、
町

全
体
の
魅
力
や
情
報
発

信
、
そ
し
て
町
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問
　

定
住
は
な
か
な

か
大
変
で
あ
る
。

地
域
に
5
年
間
住
む
と
住

宅
が
タ
ダ
に
な
る
と
か
、

農
業
用
地
を
与
え
る
な
ど

の
思
い
切
っ
た
政
策
も
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長
　

交
流
連
携
が
重

点
事
業
で
あ
り
、

人
が
動
き
物
が
動
く
こ
と

で
、
町
の
良
さ
を
知
っ
て

住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く

り
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
発
展
的
に
、
空
き
家

対
策
の
中
で
子
育
て
支
援

施
設
を
作
っ
た
り
、
農
業

者
の
共
同
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

を
作
っ
た
り
と
い
う
こ
と

も
や
り
始
め
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
国
の
事
業
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
人
口
の

確
保
も
視
野
に
入
れ
、
定

住
促
進
の
施
策
展
開
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問
　

徳
江
地
区
の
水

辺
の
小
楽
校
は
、

震
災
か
ら
5
年
半
が
過
ぎ

よ
う
や
く
国
土
交
通
省
で

整
備
に
か
か
っ
た
。
町
で

も
積
極
的
に
整
備
し
、
広

報
や
看
板
を
立
て
る
こ
と

に
よ
り
町
民
に
存
在
を
知

ら
せ
て
ほ
し
い
が
、
町
と

し
て
の
考
え
は
。

建
設
課
長
　

施
設
自
体
が
国

土
交
通
省
の
施
設

で
あ
り
、
町
が
積
極
的
に

看
板
を
設
置
で
き
る
状
況

で
は
な
い
。
管
理
者
で
あ

る
国
土
交
通
省
と
相
談
し

な
が
ら
検
討
す
る
。

問
　

水
辺
の
小
楽
校

に
設
置
さ
れ
て
い

る
ト
イ
レ
は
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
利
用
す
る
が
、
除
染

は
完
了
し
て
い
る
の
か
。

原
発
災
害

対
策
課
長
　

河
川
敷
の

除
染
は
町
か

ら
も
お
願
い
し
て
お
り
、

福
島
河
川
国
道
事
務
所
で

線
量
の
測
定
は
行
っ
た
。

今
後
線
量
に
応
じ
て
除
染

が
行
わ
れ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
水
辺
の
小
楽

校
も
除
染
対
象
に
入
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

Q
ぜ
ひ
住
み
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く

り
へ
の
考
え
は

A
交
流
人
口
を
増
や
し
町
の
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い

村上正勝議員

水
辺
の
小
楽
校
の

存
在
を
知
ら
せ
て

ほ
し
い

応
援
団
ツ
ア
ー
で
も
交
流
人
口
が
拡
大
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問
　

子
育
て
環
境
で

は
、
本
町
で
も

様
々
な
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に

充
実
し
た
も
の
に
整
え
る

必
要
が
あ
る
。
町
の
人
口

増
と
い
う
目
標
で
考
え
て

も
子
育
て
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
は
大
切
な
こ
と
で

あ
る
。
町
の
考
え
方
を
伺

う
。

教
育
長
　

平
成
28
年

度
か
ら
32
年

度
の
第
5
次
振
興
計
画
の

後
期
計
画
で
は
、
国
見
町

に
育
つ
子
ど
も
は
町
の
宝

で
あ
り
、
安
心
し
て
産
み

育
て
る
環
境
を
築
く
こ
と

は
緊
急
の
課
題
と
明
記
し

て
お
り
、
重
要
な
位
置
づ

け
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　

近
年
で
は
、
食

に
対
す
る
見
方
も

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
食

育
と
の
関
連
で
は
全
額
補

助
も
含
め
て
補
助
す
べ
き

こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
い

か
が
か
。

教
育
長
　

食
育
基
本

法
に
の
っ

と
っ
て
進
め
て
い
る
。
保

護
者
負
担
は
賄
材
料
費
の

み
で
あ
り
、
給
食
に
か
か

る
費
用
の
約
半
分
に
あ
た

る
。
就
学
援
助
を
受
け
て

い
る
人
は
全
額
補
助
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
は
こ

の
補
助
の
維
持
を
し
て
い

く
方
針
で
あ
る
。

問
　

県
内
で
は
全
額

無
料
化
も
含
め
て

給
食
費
の
補
助
を
実
施
す

る
町
村
が
増
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
所

見
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。教

育
長
　

食
に
か
か

わ
る
人
々
の

活
動
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
理
解
し
勤
労
を
尊

ぶ
こ
と
も
目
的
で
あ
り
、

費
用
の
負
担
も
あ
る
こ
と

を
理
解
す
る
の
も
食
育
の

一
面
と
理
解
し
て
い
る
。

現
行
の
給
食
費
補
助
を
維

持
し
、
さ
ら
に
今
後
子
育

て
支
援
の
枠
組
み
の
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　

平
成
30
年
4
月

か
ら
国
保
は
都
道

府
県
単
位
化
が
開
始
と
な

る
。
現
在
そ
の
た
め
の
協

議
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
か
、
主
な
協
議
事
項
は

何
か
。

町
長
　

福
島
県
市
町
村

国
保
広
域
化
等
連

絡
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
被
保
険
者
証
の
様

式
、
レ
セ
プ
ト
点
検
、
葬

祭
費
給
付
、
子
ど
も
医
療

費
な
ど
の
事
務
を
標
準
化

を
す
る
協
議
、
あ
る
い
は

納
付
金
、
保
険
料
率
の
試

算
の
結
果
を
踏
ま
え
て
基

本
的
な
協
議
を
す
る
。
町

民
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
。

問
　

町
民
に
と
っ
て

保
険
料
（
税
）
の

負
担
は
最
大
の
関
心
ご
と

で
あ
る
。
県
内
均
一
に
な

る
の
か
。

保
健
福
祉

課
　
　
長
　

医
療
費
水

準
や
所
得
水

準
な
ど
を
考
慮
し
た
市
町

村
ご
と
の
納
付
金
や
標
準

保
険
料
率
が
県
か
ら
示
さ

れ
、
町
は
そ
れ
を
参
考
に

保
険
税
を
決
定
す
る
。
将

来
的
に
は
県
内
統
一
し
た

保
険
料
を
目
指
す
と
し
て

い
る
。

問
　

県
内
の
各
保
険

者
の
保
険
会
計
は

さ
ま
ざ
ま
と
思
う
が
、
本

町
の
保
険
者
の
重
点
事
項

は
何
か
。

保
健
福
祉

課
　
　
長
　

県
へ
の
納

付
金
や
標
準

保
険
料
率
の
試
算
の
中
で

国
見
町
の
医
療
水
準
に

合
っ
た
設
定
を
行
う
こ

と
、
ま
た
市
町
村
事
務
の

標
準
化
で
は
被
保
険
者
の

利
便
性
の
低
下
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り

と
協
議
を
行
う
こ
と
と
考

え
て
い
る
。

Q
食
育
に
関
連
し
給
食
費
を
補
助
す
る

考
え
は
あ
る
か

A
現
行
の
補
助
の
維
持
を
方
針
と
す
る

浅野富男議員

国
保
都
道
府
県

単
位
化
の
主
な

協
議
事
項
は

広
域
化
に
な
っ
て
も
心
配
な
い
よ
う

に（
長
寿
・
健
康
づ
く
り
講
演
会
）



17

が
れ
き
処
理
も
動
き
が
見
え
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
高
い
放
射
線

量
の
た
め
に
一
度
に
作
業
で
き

な
い
と
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
東
電
か
ら
の
説
明
、
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。

�

（
報
告
者
　
渡
辺
勝
弘
）

　

平
成
28
年
10
月
31
日
、
郡
山

市
の
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し

ま
で
福
島
県
町
村
議
会
議
長
会

主
催
の
議
員
研
修
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
地
方
議
会
の
課
題

と
活
性
化
策　

地
方
創
生
と
地

方
議
会
の
役
割
」
と
題
し
、
読

売
新
聞
東
京
本
社
編
集
局
企
画

委
員
の
青
山
彰
久
氏
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

地
方
議
会
の
役
割
は
、

◦
自
治
体
の
立
法
機
関

◦
地
域
の
政
治
的
争
点
や
政
策

情
報
を
集
約
し
て
公
開

◦
政
治
家
を
訓
練
す
る

◦
首
長
と
行
政
機
関
を
監
視
す

るこ
と
で
あ
り
、
地
域
づ
く
り
は

地
域
に
対
す
る
人
々
の
情
熱
と

知
恵
と
努
力
の
結
集
で
す
。
失

敗
か
ら
最
終
的
な
成
功
に
導
く

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
議
員
の

役
目
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

次
に
、「
こ
れ
か
ら
ど
う
な

る
政
局
・
政
治
」
と
題
し
、
産

経
新
聞
社
編
集
局
政
治
部
長
の

石
橋
文
登
氏
よ
り
、
今
後
の
政

局
な
ど
面
白
く
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

�

（
報
告
者
　
渡
辺
勝
弘
）

　

平
成
28
年
11
月
10
日
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

バ
ス
を
乗
り
換
え
た
J
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
か
ら
原
子
力
発
電
所
ま

で
の
車
窓
か
ら
の

景
色
は
想
像
を
絶

す
る
も
の
で
し

た
。
田
ん
ぼ
は
荒

れ
放
題
、
が
れ
き

の
山
は
手
付
か

ず
、
歩
く
人
は
誰

一
人
い
な
く
、
現

地
の
復
興
は
ま
だ

ま
だ
先
に
あ
る
よ

う
に
思
え
ま
し

た
。

　

原
子
炉
の
建
屋

を
バ
ス
の
中
か
ら

見
学
し
ま
し
た
。

地
方
議
会
の
課
題
と
活
性
化
策
は

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
を
視
察

県内の議会議員が集まり地方の課題を学ぶ

線
量
が
高
く
視
察
は
バ
ス
の
中
か
ら

町
村
議
会
議
員
研
修
会

議
会
行
政
調
査

復
興
は
ま
だ
遠
く

建
屋
は
高
い

放
射
線
量

16
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町政を問う 一般 質問

問
　

子
ど
も
ク
ラ
ブ

運
営
に
お
け
る
現

状
を
す
べ
て
把
握
し
て
い

る
の
か
。

教
育
長
　

平
成
27
年

4
月
の
子
ど

も
子
育
て
新
制
度
に
よ

り
、
量
的
・
質
的
に
活
動

を
健
全
に
行
っ
て
い
る
。

児
童
１
２
５
名
が
利
用

し
、
指
導
員
14
名
を
配
置

し
て
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
や
サ

ツ
マ
イ
モ
作
り
な
ど
様
々

な
活
動
を
児
童
と
共
に
行

い
活
動
し
て
い
る
。

問
　

保
護
者
・
指
導

員
か
ら
の
意
見
・

要
望
は
ど
の
様
に
対
応
し

て
い
る
の
か
。

教
育
長
　

保
護
者
か

ら
の
意
見
・

要
望
は
早
急
に
指
導
員
と

と
も
に
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、「
国
見
町
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

苦
情
等
事
務
処
理
要
綱
」

を
制
定
し
、
第
三
者
委
員

を
設
置
し
た
。
指
導
員
か

ら
の
要
望
等
は
、
そ
の
都

度
改
善
し
て
い
る
。

問
　

保
護
者
か
ら
の

意
見
・
要
望
に
対

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

取
っ
て
い
る
の
か
。

幼
児
教
育

課
　
　
長
　

意
見
・
要

望
等
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
毎
年

行
い
、
結
果
を
踏
ま
え
て

改
善
に
結
び
つ
け
て
い

る
。
今
年
度
は
、
1
月
下

旬
に
実
施
予
定
で
あ
る
。

問
　

現
場
で
、
保
護

者
か
ら
の
要
望
が

ク
レ
ー
ム
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
と
聞
こ
え
て
く
る

が
、
状
況
を
ど
う
考
え
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て

い
る
の
か
。

教
育
長
　

保
護
者
か

ら
の
要
望
を

ク
レ
ー
ム
と
し
て
扱
っ
た

こ
と
は
な
い
。
も
し
ク

レ
ー
ム
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
る
と
感
じ
る
の
で
あ
れ

ば
、
指
導
員
と
共
に
丁
寧

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
第
三
者
委
員
と
い

う
新
た
な
窓
口
が
あ
る
の

で
活
用
し
て
ほ
し
い
。

問
　

指
導
員
の
中

で
、
中
心
的
な
役

割
の
方
を
確
立
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

教
育
長
　

現
在
は
資

格
の
あ
る
方

が
主
任
を
し
て
お
り
、
今

後
配
置
で
き
る
よ
う
考
え

て
い
く
。

問
　

子
ど
も
子
育
て

支
援
推
進
協
議
会

が
設
立
さ
れ
た
が
、
委
員

を
地
元
の
方
々
の
充
て
職

と
し
て
い
る
考
え
方
を
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　

要
綱
に
当

て
は
ま
る
経

験
者
・
適
任
者
を
選
出
し

て
お
り
、
大
学
教
授
な
ど

町
外
の
方
も
複
数
名
入
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

様
々
な
方
の
意
見
を
活
か

し
な
が
ら
今
後
も
よ
り
よ

い
子
育
て
支
援
に
つ
な
げ

た
い
。

Q
子
育
て
支
援
推
進
協
議
会
の
充
て

職
の
考
え
方
を
見
直
す
べ
き

A
適
任
者
を
選
出
し
よ
り
よ
い
子
育
て
支
援

に
つ
な
げ
る

渡辺勝弘議員

育
て
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
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伝
わ
る
文
章
に
す
る
た
め
、
不

必
要
な
こ
と
は
、
徹
底
し
て
省

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
「
読
ま
れ
て
、
伝
わ
る
議
会

広
報
誌　

ド
ラ
ッ
カ
ー
に
学

ぶ
」

　

広
報
誌
は
住
民
と
議
会
と
の

良
好
な
関
係
作
り
に
大
事
な
役

目
に
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民
目

線
で
作
成
し
て
誰
に
読
ん
で
ほ

し
い
の
か
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
を

す
る
べ
き
と
学
び
ま
し
た
。

③
「
優
秀
賞
受
賞
誌
か
ら
学
ぶ

企
画
編
集
」

　

表
紙
は
シ
リ
ー
ズ
方
式
で
、

住
民
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま

し
た
。
大
き
く
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
表
題
で
、
読
み
手
に
次
に

何
か
あ
る
の
か
を
想
像
さ
せ
る

文
章
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
皆
様
に
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
「
伝
わ
る
」
広

報
誌
を
作
成
し
て
ま
い
り
ま

す
。

�

（
報
告
者
　
渡
辺
勝
弘
）

こんな活動もしています
レポート

　

10
月
25
日
、
東
京
都
の

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
で

行
わ
れ
た
広
報
研
修
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

①
「
分
か
り
や
す
く
、
伝
わ
る

広
報
誌
の
表
記
」

　

町
民
に
読
ま
れ
る
た
め
の
配

慮
が
必
要
で
、
分
か
り
や
す
く

委
員
全
員
で
読
み
や
す
さ
を
追
求
し
ま
す

住
民
と
議
会
と
の

　

良
い
関
係
づ
く
り
の
た
め
に

広
　
　
報

　

10
月
4
日
、
第
2
回
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
27
年

度
の
決
算
認
定
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
27
年
度
決
算
認
定
で

は
、
高
額
医
薬
品
や
医
療
機
器

な
ど
の
購
入
お
よ
び
入
院
患
者

の
大
幅
な
減
少
で
経
営
状
況
が

厳
し
く
な
る
中
で
職
員
が
一
丸

と
な
り
経
営
改
善
に
努
め
ま
し

た
が
、
４
０
７
９
万
円
の
赤
字

計
上
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
決
算
認
定

◆
収
益
的
収
支
決
算
額

　

収
入　

58
億
９
７
７
１
万
円

　

支
出　

59
億
３
８
５
０
万
円

◆
資
本
的
収
支
決
算
額

　

収
入　

１
億
６
７
７
０
万
円

　

支
出　

４
億
９
７
６
７
万
円

（
収
支
差
引
不
足
分
は
、
過
年

度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補

い
ま
し
た
。）

�

（
報
告
者
　
阿
部
泰
藏
）

　

10
月
24
日
、
第
2
回
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
27
年

度
の
決
算
認
定
の
ほ
か
、
財
政

調
整
基
金
の
積
立
金
や
南
分
署

の
庁
舎
屋
上
防
水
工
事
等
の
平

成
28
年
度
補
正
予
算
な
ど
3
件

が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
決
算
認
定

　

収
入　

24
億
９
２
０
１
万
円

　

支
出　

24
億
５
４
９
５
万
円

�

（
報
告
者
　
渡
辺
勝
弘
）

　

10
月
24
日
、
第
3
回
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
27
年

度
決
算
認
定
、
平
成
28
年
度
補

正
予
算
な
ど
6
件
の
議
案
が
審

議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
27
年
度
決
算
認
定

　

歳
入　

46
億
６
３
６
９
万
円

　

歳
出　

46
億
５
５
９
０
万
円

（
決
算
額
は
一
般
会
計
、
し
尿

処
理
事
業
特
別
会
計
、
ご
み
処

理
事
業
特
別
会
計
の
合
計
）

�

（
報
告
者
　
浅
野
富
男
）

一※

部
事
務
組
合
報
告

入
院
患
者
大
幅
減

な
ど
で
赤
字
計
上

藤
田
病
院
組
合
議
会

※
一
部
事
務
組
合
と
は

　

複
数
の
市
町
村
が
、
事
務

の
一
部
を
共
同
で
行
う
た
め

に
設
置
す
る
団
体

南
分
署
の
庁
舎
屋
上

防
水
工
事
な
ど
を
補
正

計
画
的
な
事
業
執
行
に

よ
り
黒
字
計
上

伊
達
地
方
消
防
組
合

議
会

伊
達
地
方
衛
生
処
理

組
合
議
会

18
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優
れ
た
実
績
の
あ
る
吉
島
地
区

の
取
り
組
み
を
映
像
で
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
優
れ
た

リ
ー
ダ
ー
と
専
任
の
事
務
局
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

�

（
報
告
者
　
松
浦
常
雄
）

て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
5
年

に
街
並
み
保
存
運
動
が
起
こ
り

ま
し
た
。
平
成
14
年
に
酒
問
屋

を
修
復
し
て
伊
勢
河
崎
商
人
館

と
し
て
再
生
し
、
空
き
蔵
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
市
河
崎
地
区
の
街
並
み

保
存
と
商
人
空
き
蔵
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
効
果

は
、
長
い
年
月
を
要
す
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

�

（
報
告
者
　
阿
部
泰
藏
）

こんな活動もしています
レポート

常任委員会Report

　

10
月
28
日
、
伊
達
市
梁
川
町

に
新
設
さ
れ
た
あ
ん
ぽ
柿
加
工

選
別
包
装
施
設
「
あ
ん
ぽ
工
房

み
ら
い
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

あ
ん
ぽ
柿
は
生
産
者
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
生

産
性
の
低
下
が
顕
著
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
あ
ん
ぽ
工
房
み
ら

い
」
で
は
、
あ
ん
ぽ
柿
を
継
承

す
る
た
め
に
先
進
的
技
術
を
導

入
し
、
消
費
動
向
に
合
わ
せ
た

商
品
の
開
発
を
行
っ
て
安
定
し

た
生
産
基
盤
の
確
立
を
図
り
ま

す
。

　

今
ま
で
の
農
家
の
方
々
の
や

り
方
と
食
味
に
違
い
は
な
い
の

か
な
ど
課
題
も
考
え
ら
れ
ま
す

　

10
月
18
日
、
19
日
、
歴
史
的

風
致
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
先

進
地
山
形
県
鶴
岡
市
と
、
地
方

創
生
の
先
進
地
同
県
川
西
町
の

取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

①
鶴
岡
市
の
取
り
組
み

　

鶴
岡
市
は
、
市
街
地
の
歴
史

遺
産
と
明
治
時
代
の
開
拓
地
の

絹
産
業
、
出
羽
三
山
神
社
の
合

計
３
つ
の
区
域
の
歴
史
的
遺
産

を
持
ち
、
地
域
の
人
々
と
相
談

し
、
協
力
を
得
な
が
ら
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

古
く
て
も
良
い
も
の
は
残

し
、
時
代
に
合
っ
た
必
要
な
も

の
は
建
築
す
る
と
い
う
考
え
が

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

②
川
西
町
の
ま
ち
づ
く
り

　

川
西
町
は
、
地
区
ご
と
に
自

治
会
を
設
け
、
市
か
ら
配
分
さ

れ
た
予
算
を
使
っ
て
、
地
区
に

必
要
な
も
の
を
自
治
会
で
決
め

て
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
最
も

　

10
月
17
日
、
18
日
に
空
き
家

対
策
の
先
進
地
で
あ
る
三
重
県

伊
勢
市
河
崎
地
区
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

河
崎
地
区
は
、
水
上
輸
送
に

よ
り
江
戸
時
代
中
期
に
は
大
き

な
問
屋
街
に
発
展
し
、
伊
勢
神

宮
の
参
宮
客
で
賑
わ
い
伊
勢
の

台
所
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
輸

送
が
水
上
か
ら
陸
上
に
変
わ
っ

て
も
街
並
み
や
空
き
蔵
が
残
っ

が
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

な
く
今
ま
で
に
な
い
安
定
し
た

生
産
性
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

（
報
告
者
　
村
上
　
一
）

消
費
者
に
よ
り
安
全
で

お
い
し
い
あ
ん
ぽ
柿
を

市
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
る（
鶴
岡
市
）

空
き
蔵
を
修
復
し
た
伊
勢
河
崎

商
人
館
で
学
ぶ

あ
ん
ぽ
柿
の
安
定
し
た

　
　
　
　

生
産
に
向
け
て

歴
史
ま
ち
づ
く
り
及
び

　

地
方
創
生
の
先
進
地
調
査

空
き
家
対
策
の
先
進
地
を
調
査

総
務
文
教

産
業
建
設
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12月議会を傍聴したみなさんから意見・要望をいただきました。
� （アンケートへのおもな回答）

傍聴者からの

声

12月6日
　~9日 12月議会定例会

12月6日 全員協議会、総務文教常任委員会、産業建設常任委員会
12月7日 議員懇談会、広報常任委員会
12月9日 議会運営委員会、全員協議会
12月10日 舟山恵美子氏「優勝」お祝い会

12月11日 川俣町役場新庁舎落成式、川俣町合併６0周年記念式
典（川俣町）

12月14日 東日本大震災復旧復興対策推進国見町町民会議役員会

12月15日
第21回義経まつり第４回実行委員会
町叙勲・各種表彰祝賀会

12月17日
町青少年健全育成推進町民大会
公立藤田総合病院白藤会忘年会（福島市）

12月20日 地方自治研究交流セミナー（第２回）、町合同懇談会

12月22日
伊達地方衛生処理組合議会全員協議会・議会臨時会
（伊達市）
伊達地方衛生処理組合議会議員視察調査（新潟県~2３日）

12月2３日 あつかし山ビッグツリー点灯式
12月25日 道の駅プレ・パーティー

12月2６日
福島地方土地開発公社国見町評議委員会
公立藤田総合病院組合議会臨時会

12月27日 東日本大震災復旧復興対策推進国見町町民会議
１月４日 町職員表彰式、町新春賀詞交歓会

１月５日
交通三団体交通安全祈願祭、広報常任委員会
「明日へ。復興・きずなイルミネーション」クロージ
ングパーティー

１月８日 町消防団出初式、町成人式

１月10日
町文化財センター「あつかし歴史館」オープン式典
国見地区建築業組合定期総会

１月11日 総務文教常任委員会、知事懇談会（福島市）
１月12日 産業建設常任委員会
１月1３日 広報常任委員会

１月1８日
広報常任委員会
地方自治研究交流セミナー（第３回、福島市）

１月1９日 議員懇談会、奈良県大和郡山市視察来庁
１月20日 伊達郡町村議会議長会議長会議、新春懇談会（福島市）

議会の動き

議場でのやりとりに耳を傾ける傍聴者

◦議員の日常の活動が見えない。� （60代・男性）
◦同様な内容の質問は事前に調整してほしい。
� （60代・男性ほか）
◦一般質問通告書が配布され大変参考になったので継
続してほしい。� （70代・男性）

◦質問者の順番が受付順とはわかりやすくて良い。
� （70代・男性）
◦質問はもう少し調べてからしてほしい。問題点をあ
ぶり出してほしい。� （60代・男性ほか）

◦一般質問の開会時間を早めてほしい。�（80代・男性）

◦答弁者が資料は全部町長だが、町長以外がないのは
なぜか。� （60代・男性）

◦自分の質問として書いた文字が円滑に読めない。
� （60代・男性）
◦エネルギー関連の問題は国会レベル。もっと当町に
関するレベルの事案とされたい。また、阿津賀志
山は町のシンボルでできるところから整備に着手
しないのはおかしい。町民の要望でもある。

� （50代・男性）
◦町側の答弁に積極的な姿勢が欲しい。阿津賀志山整

備とはどんな考えか。� （60代・男性）
◦議場に国旗・町旗の掲示を願う。
� （80代・男性）

議会傍聴をしてみませんか

詳しくは議会事務局へ
お問い合わせください。

TEL 585-3295（直通）

次の定例会は３月２日
開催予定です

●手続きは簡単です！
　受付簿に住所・氏名などを記入するだけで
　気軽に傍聴できます。

●議案資料を準備します！
　議案審議がわかりやすくなるよう、傍聴者
　には議案資料を提供します。
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伊
達
郡
三
町（
国
見
、
桑
折
、
川
俣
）が
抱
え
る
地
域
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
県
町
村
議
長
会
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
全
4
回
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

桑
折
町
の
屋
内
温
水
プ
ー

ル
・
多
目
的
ス
タ
ジ
オ
「
イ
コ
ー

ゼ
！
」
に
お
い
て
第
1
回
の
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
全
体
で
事
実
と
し
て
発
生

し
て
い
る
人
口
減
少
問
題
が
、

最
も
顕
著
に
表
れ
て
い
る
の
が

地
方
で
す
。
今
回
の
講
演
は
、

経
済
の
発
展
と
の
関
係
に
視
点

を
向
け
た
も
の
で
し
た
。

　

人
口
が
増
え
れ
ば
生
産
性
が

上
が
り
需
要
も
拡
大
し
、
経
済

の
好
循
環
が
生
ま
れ
て
停
滞
な

　

国
見
町
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
第
2
回
の
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
題
の
地
方
創
生
に
つ
い
て

は
少
子
化
に
よ
る
地
方
の
疲
弊

に
つ
い
て
自
治
体
消
滅
論
を
引

き
合
い
に
論
じ
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
、
講
師
に
よ

る
と
現
実
的
に
こ

の
計
画
を
進
め
る

た
め
に
は
無
理
が

あ
り
、
と
り
わ
け

計
画
策
定
に
か

か
る
自
治
体
の
負

担
が
大
き
い
こ
と

と
、
計
画
に
つ
い

て
も
数
値
目
標
が

主
眼
で
あ
る
こ
と

か
ら
否
定
的
な
話

と
な
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
と
い

う
こ
と
で
、
補
助

金
の
罠
に
は
か
か

ら
な
い
よ
う
に
と
の
話
は
、講
師

の
経
歴（
大
学
の
副
学
長
）か
ら

す
る
と
、
経
験
済
み
の
事
で
も

あ
り
ま
す
。
議
員
の
立
場
と
し

て
も
先
見
の
明
を
養
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

�

（
報
告
者
　
浅
野
富
男
）

く
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、
現
在
、
人
口
が
減
少
す

る
中
で
地
域
社
会
を
ど
う
存
続

さ
せ
る
か
で
頭
を
悩
ま
せ
て
い

ま
す
が
、
違
う
視
点
で
見
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
ま
す
。
生
産
と
消
費
が
か

み
合
わ
な
い
こ
と
で
経
済
は
停

滞
し
て
お
り
、
こ
の
状
態
か
ら

ど
う
に
か
抜
け
出
し
た
い
と
い

う
の
が
人
口
減
少
を
理
由
に
し

て
の
地
方
創
生
か
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
人
口
増
は
歓
迎
し
ま

す
が
、
経
済
面
だ
け
で
な
く
、
人

類
史
的
、
地
域
の
社
会
性
な
ど

多
方
面
か
ら
の
取
り
組
み
と
な

ら
な
け
れ
ば
、
過
疎
を
作
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

地
方
の
人
口
は
少
な
く
て

も
、
そ
こ
で
生
活
が
続
け
ら
れ

れ
ば
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
。

田
舎
で
の
生
業
が
保
障
さ
れ
れ

ば
そ
れ
で
良
い
の
で
す
。

�

（
報
告
者
　
浅
野
富
男
）

地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー
報
告

経
済
の
局
面
か
ら
考
え
る

自
治
体
の
負
担
が
大
き
い
地
方
創
生
計
画

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応

講
師
　
福
島
大
学
　
初は

つ

澤ざ
わ

　
敏と

し

生お

教
授

地
方
創
生
と
地
方
議
会
の
役
割

講
師
　
福
島
大
学
　
功く

ぬ
ぎ刀

　
俊と

し

洋ひ
ろ

教
授

第１回報告
１１月7日

第2回報告
１2月20日

地
域
課
題
の
解
決
へ
向
け
て

説明はスライドを使ってわかりやすく

質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
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編

集

後

記

　
今
年
も
成
人
式
が
盛
大
に
行
わ

れ
、
88
人
の
方
が
新
た
に
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
洋
々
た

る
前
途
を
祝
福
い
た
し
ま
す
。

　

成
人
式
が
文
化
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
の
は
３
・
11

大
震
災
後
２
回
目
に
な
り
ま
す
。

大
震
災
か
ら
の
復
興
が
着
実
に
進

ん
で
い
る
と
実
感
で
き
る
こ
と
の

一
つ
と
言
え
る
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
原
発
事
故
か
ら
の
影

響
は
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。

特
に
福
島
の
農
産
物
に
対
す
る
評

価
は
事
故
以
前
に
戻
っ
て
い
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
一
刻
も
早
く
風

評
被
害
が
完
全
に
な
く
な
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。

　
今
年
成
人
と
な
ら
れ
た
方
は
中

学
２
年
生
で
震
災
の
体
験
を
し
て

い
ま
す
。
今
で
は
復
興
の
兆
し
も

見
え
て
は
い
ま
す
が
、
ま
だ
時
間

が
か
か
り
そ
う
で
す
。
将
来
を
担

う
若
い
世
代
に
未
来
を
託
す
と
と

も
に
、
議
会
も
ま
ち
づ
く
り
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
浅
野　
富
男
）

発
行
責
任
者

　
議　
　
長�

東
海
林
一
樹

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長�

渡
辺　
勝
弘

　
副
委
員
長�

佐
藤　
定
男

　
委　
　
員�

浅
野　
富
男

　
　

同�

阿
部　
泰
藏

　
　

同�

松
浦　
常
雄

　
　

同�

村
上　
　
一

　

29
年
前
の
こ
と
を
思
い
出
し

た
。
静
岡
県
磐
田
市
の
企
業
が
無

人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
以
下
無
人
ヘ

リ
と
略
す
）
を
販
売
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
私
が
勤
め
て
い
た
会
社

も
販
売
店
と
な
り
営
業
担
当
者
会

議
に
招
集
さ
れ
た
。
当
時
の
無
人

ヘ
リ
は
自
動
飛
行
シ
ス
テ
ム
な
ど

搭
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
操
縦
者
の

目
視
に
よ
る
飛
行
で
あ
り
熟
練
し

た
技
量
が
必
要
と
さ
れ
た
。
安
全

飛
行
は
も
と
よ
り
産
業
用
と
し
て

売
り
出
す
に
は
、
他
に
も
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
の
ス
タ
ー
ト
で

あ
っ
た
。

　

会
議
の
中
で
事
業
責
任
者
か
ら

「
需
要
を
創
造
す
る
」
と
の
言
葉

が
発
せ
ら
れ
た
。
無
人
ヘ
リ
を
売

り
込
む
と
い
っ
て
も
す
ぐ
に
買
う

人
が
現
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
認

知
度
も
低
い
。
当
面
は
無
人
ヘ
リ

に
関
わ
る
情
報
の
広
報
が
仕
事
で

あ
り
、
需
要
を
創
造
す
る
こ
と
が

第
一
歩
で
あ
っ
た
。

　

今
回
、
寄
稿
の
要
請
が
あ
り
改

め
て
国
見
町
を
考
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。
太
田
町
長
が
就
任
さ
れ

て
以
降
、
大
震
災
か
ら
の
復
興
再

生
を
中
心
と
し
た
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
が
強
化
さ
れ
て
き
た
。

　

新
し
い
施
策
や
イ
ベ
ン
ト
が
今

ま
で
に
な
く
増
加
し
、
町
の
産
業

か
ら
歴
史
ま
で
多
く
の
情
報
が
町

内
外
に
発
信
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
町
の
取
り
組
み
を
見
て
い

る
と
、
か
つ
て
自
分
が
経
験
し
た

無
人
ヘ
リ
の
「
需
要
の
創
造
」
に

繋
が
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
、
当
時
を
思
い
出
し
ペ

ン
を
執
っ
た
。

　

今
年
５
月
に
は
道
の
駅
が
オ
ー

プ
ン
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た

一
つ
、
新
し
い
情
報
と
交
流
の
拠

点
が
生
ま
れ
運
営
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

佐藤　和夫さん
（第3町内会）

私
も
ひ
と
言

需
要
を
創
造
す
る
　

　

１
月
11
日
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
、
前

日
の
10
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
あ
つ
か
し
歴
史

館
」
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
旧
大
木
戸
小
学

校
が
、
歴
史
や
文
化
の
保
存
の
場
、
地
域
の
憩

い
の
場
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

あつかし歴史館がオープン

施設について職員から説明を受ける

総
務
文
教
常
任
委
員
会


